
第4回仙台保型形式小集会
主題「保型形式の構成とその応用」

副題「何がどこまで明示的にできるか, 様々な側面からその可能性に迫る」

代表 : 山内　卓也 (東北大学)

本研究集会は，以下の科研費による支援を受けております：
基盤研究 (S)：p進的手法による数論幾何学の新展開 (領域番号 24H00015)

代表者：都築暢夫

日程：２０２５年２月８日（土） – １０日（月）
場所: 東北大学 青葉山キャンパス 数学棟 305講義室
対面開催

２月 8日 (土)

9:40 – 9:45 オープニングの挨拶

9:45 – 10:45 境 優一 (久留米工業大学)

タイトル: Certain quasimodular forms for vertex operator algebras

アブストラクト：Bae-Duan-Lee-Lee-Sarkis(2021)により fermionic RCFTに関する指標
関数の分類をMLDEを用いて行われている．本講演では同様のタイプのMLDEに特定
の条件を課した場合において，log-解の分類が行えることを述べる．これは大阪大学・永
友氏との共同研究である．

11:00 – 12:00 有家 雄介 (鹿児島大学 (教))

タイトル: Logarithmic vector-valued modular forms and their modular Wronskians

アブストラクト：よい条件を持つ頂点作用素超代数の表現の指標は，Γ0(2)やその共役
のベクトル値モジュラー形式 (VVMF)となることが知られている．本講演では，VVMF

のモジュラーロンスキアンをデデキントのエータ関数とウェーバーモジュラー関数を用
いて表示することができたので，この内容について報告する．また，この結果の応用と
して様々な頂点作用素超代数の指標の満たすモジュラー微分方程式を求めることができ
たのでそちらについても紹介したい．



14:20 – 15:20 水野 義紀 (名古屋工業大学)

タイトル: マースによる奇数重さ斎藤・黒川リフト
アブストラクト：H. Maass は論文 “Über ein Analogon zur Vermutung von Saito-

Kurokawa” (1980) において, 奇数重さで乗法因子付の Sp2(Z) に関する 2次ジーゲル・
カスプ形式から, ヘッケ群 G(

√
2) のカスプ形式への降下写像を構成した. 偶数重さの場

合の斎藤・黒川リフトの類似を意図したものである. 主にこの論文の概説を行う. また
精密化に向けた試みについても触れたい.

15:35 – 16:35 平野 幹 (愛媛大学)

タイトル: Explicit archimedean Whittaker functions

アブストラクト：In this talk, we will give some examples of explicit archimedean Whit-

taker functions and their applications for automorphic forms.

16:50 – 17:50 大浦 学 (金沢大学)

タイトル: Modular forms from the viewpoint of combinatorics

アブストラクト：A binary code is a linear subspace of the finite dimensional vector

space over the field of two elements. When the code has a suitable property, we can

get a modular form. Here the invariant theory of a finite group and the theta func-

tions play important roles. We discuss this relationship mainly from our point of view,

combinatorics.

２月９日 (日)

10:00 – 11:00 青木 宏樹 (東京理科大学)

タイトル: 無限積によるヤコビ形式の構成とルート系
アブストラクト：ボーチャーズは、1995年の論文において、ルート系のある種の拡張と
してベクトル系を定義し、ルート系の分母公式に対応するものとして、（スカラー指数
の、カスプで正則性を欠く可能性がある）ヤコビ形式をベクトル系から無限積をもちい
て構成する方法を与えた。ここで、指数をスカラーに限定することは本質的ではなく、
ベクトル系の定義は容易により一般化でき、そこから行列指数の有理型ヤコビ形式を構
成することができる。では、これらのヤコビ形式がカスプも込めて正則となるのは、元
のベクトル系どのようなときであろうか。本講演では、それがある種のルート系に限る
こと、言い換えれば、分母公式の両辺がヤコビ形式になることがある種のルート系の特
徴づけになることを、説明する。本講演の一部は、川ノ上帆氏（中部大学）との共同研
究の結果である。



11:15 – 12:15 伊吹山 知義 (大阪大学)

タイトル: エルミート保型形式、直交群の代数的保型形式、テータ関数
アブストラクト：中心的な話題としては、SO(6) の代数的保型形式と２次のエルミート
保型形式の対応予想を話したい（Brandon Williams との最近の共同研究）。関連して、
SO(5)と paramodular 形式の対応予想（定理）の解説とか、球関数つきテータ関数によ
るエルミート保型形式の構成とかの話を加えるかもしれない。

14:30 – 15:30 村上 友哉 (九州大学)

タイトル: 偽テータ関数のモジュラー変換公式と量子モジュラー性
アブストラクト：偽テータ関数のモジュラー変換公式や量子モジュラー性を得ることは
数論のみならずトポロジーや数理物理においても重要である。本講演では、そのような
結果を広範なクラスの偽テータ関数に対して系統的に得る新手法を紹介する。この手法
はEcalleの resurgence理論の一部を多変数に一般化しているという点でも興味深い。ま
た応用として、量子トポロジーの最重要課題の一つである量子不変量の漸近展開の決定
を未知の場合に証明できることも紹介する。

15:45 – 16:45 前田 洋太
タイトル: 代数群の体積公式とその応用
アブストラクト：代数群の数論的部分群の体積は、整数論におけるゼータ関数の特殊値、
保型表現論における保型形式の次元公式、代数幾何学における双有理分類など様々な場
所に現れる。本講演では、これまで知られていたPrasadやGan-Yuによる体積公式を振
り返り、それらを基にして半単純代数群に対する、新たな表示の体積公式を提示する。
さらにその帰結として、特定のモジュラー多様体の分類問題への応用を述べる。本講演
の内容は、小原和馬氏 (MPIM)との共同研究に基づく。

17:00 – 18:00 堀永 周司 (NTT)

タイトル: ユニタリ群 U(p, q)のユニタリ最低ウェイトを含むAパケットについて
アブストラクト：保型表現に関するアーサー重複度公式は保型形式の存在を述べるうえ
で極めて有用な公式である。正則保型形式の存在を重複度公式より考察する際、無限素
点の局所Aパラメータと対応するパケットにいつ最低ウェイト表現が含まれるかを考察
する必要がある。Aパケットがスカラー型ユニタリ最低ウェイト表現を含むための必要
十分条件が計算できたため、それについて報告する。また、余裕があれば、応用として
具体的な正則保型形式の存在が示せることについても述べたい。



２月１０日 (月)

9:00 – 10:00 成田 宏秋 (早稲田大学)

タイトル: Koecher principle of automorphic forms

アブストラクト：Holomorphic modular forms of multi-variables (e.g. Siegel modular

forms) automatically satisfy the holomorphy around cusps. If we regard these modular

forms as automorphic forms on Lie groups, we restate that holomorphic modular forms

automatically satisfy the moderate growth condition. We call this “Koecher principle”.

The aim of this talk is to give a survey on what is known about the Koecher principle

including the cases of non-holomorphic real analytic modular forms and some recent

progress by the speaker.

10:15 – 11:15 高瀬 幸一 (宮城教育大学)

タイトル: Godement の球関数，正則離散系列表現の制限，Jordan 三重系
アブストラクト：局所コンパクト群 G の既約ユニタリ表現 π と G のコンパクト部分
群 K の既約表現 δ から，Godement の球関数 Φπ,δ が定義されて，G 上の保形型式の
空間を定義するのに利用できます．Φπ,δ の明示的な表示は，π が G 上の正則離散系列
表現の場合を除いて，よくわかりません．例外は G = Sp(1, n) の場合に，高橋礼司氏
により詳しく研究され，荒川恒男氏により付随する保形型式の次元公式に利用された事
例で，そこでは Φπ,δ は非常に簡単な形をしています．このような現象を理解したいと
いうのが，研究の動機です．そのために最小の K-タイプ δ の G の正則離散系列表現
π を G の「実部分」H に制限した H のユニタリ表現は IndH

H∩K (δ|H∩K) とユニタリ同
値なので (Vargas, 2002)，このユニタリ同値写像を明示的に書きたくなります．因みに
G = SU(2p, 2q) のときに H = Sp(p, q) です．Jordan 三重系の言葉を用いると，このよ
うな G とその実部分 H を系統的に見ることができます．特に複素管状領域に対応する
G と付随する正則凸錐体に対応する H の場合に，上記のユニタリ同値写像を明示的に
書いてみます．

11:30 – 12:30 木村 巌 (富山大学)

タイトル: 重さ 1の正則保型形式と 2次元Artin表現
アブストラクト：重さ 1の固有形式と 2次元奇Artin表現の対応は 1970年代にDeligne-

Serreにより確立された．本講演では，主に次の問題について明示的な計算の観点から
概説する．

• 指定されたレベルの重さ 1固有形式を列挙する問題．

• レベルに関する重さ 1固有形式の空間の次元の挙動．

• 重さ 1固有形式から対応する 2次元奇Artin表現を具体的に計算するアルゴリズム．

• 重さ 1の固有形式に対応するような有理数体上の有限次Galois拡大体が与えられ
たとき，対応する固有形式を求めるアルゴリズム．



14:30 – 15:30 馬 昭平 (東京工業大学)

タイトル: 正則微分形式に対するジーゲル作用素
アブストラクト：ジーゲルモジュラー多様体の正則微分形式に対するジーゲル作用素に
ついて、ホッジ理論的アプローチをお話ししたいと思います。最高次の場合はコホモロ
ジーの混合ホッジ構造の重みフィルトレーションと関係しますが、最高未満次の場合は
コホモロジーの純パート内の（純ホッジ構造による）フィルトレーションが登場します。

15:45 – 16:45 金銅 誠之 (名古屋大学)

タイトル: Borcherds 積の代数幾何への一応用
アブストラクト：Borcherds による IV型有界対称領域上の保型形式の理論の代数幾何
への応用として、Allcock と Freitag による 3次曲面のモジュライ空間の研究が挙げら
れる。3次曲面のモジュライは 4次元複素超球の算術商として記述できるが、彼らは保
型形式を用いた 9次元射影空間への埋め込みを構成し、これが Cayley による 3次曲面
の cross-ratios を用いた埋め込みに一致することを示した。彼らのアイデアをもとに、
Enriques 曲面、種数 3の曲線、射影直線の 8点（種数 3の超楕円曲線）のモジュライ空
間等で同様の研究を行ったが、本講演では一例を取り上げ概観をお話ししたいと思いま
す。新しい結果は含んでおらず、古い仕事です。

17:00 – 18:00 若山 正人 (NTT)

タイトル: 「光と物質の相互作用から生まれる数論等の問題」
アブストラクト：光子と２準位原子の相互作用を記述する量子ラビ模型は、それを定義
するハミルトニアンの見かけ上の単純さにもかかわらず、量子光学・固体物理、そして
現在では量子情報分野の実験測定をも説明する理論モデルとして重要な位置付けにある。
本講演では、理論・実験双方において活発な研究が進む量子ラビ模型及びその一般化モ
デルに対して、それらのスペクトルの研究から生ずる数論・幾何・表現論の、講演者が
重要と考える未解決問題について紹介する。


